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BBBB．．．．オルガンオルガンオルガンオルガン    

１５－２６ 

  オルガン曲においても、１５－１節から１５－１４節までの説明の様に、 

左右の手記号は同じように使われる。 

 

１１１１．．．．オルガンオルガンオルガンオルガンののののペダルペダルペダルペダル    

表１５Ｂの記号 

     オルガンのペダルパート  

   ペダルと左手パートが同じ墨字譜表に書かれている楽句の始め 

     左手に戻る、ペダルを離す 

      左のつま先（音符の下に楔形、∧） 

      左のかかと（音符の下にｕかｏ） 

      右のつま先（音符の上に楔形、∧） 

      右のかかと（音符の上にｕかｏ） 

      足の記号の中で、一つの音でのペダリングの変更 

      つま先か、かかとの指示なしの変更 

     前での足の交差（つま先か、かかとの記号の上にダッシュ、＿ ） 

     後での足の交差（つま先か、かかとの記号の下にダッシュ、＿ ） 

 

１５－２７ 

  墨字でオルガンのペダルパートだけが別の譜表に記されている時は、ペダ

ルパートの記号を前置して別のパートとして記す。 

ペダルパートが左手の墨字譜表に一緒に記されている時は、例１５－２７に示

されているように、オルガンのペダルと左手が組み合わされた前置符を使う。

この前置符は、楽句の初めのみに使う。次に続く小節またはセクションでは、

ペダルパートが左手と同じ譜表に書かれていても、普通の左の手記号を前置符

として使用する。 

 例１５－２７ 

                   

    

      
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１５－２８ 

  ペダルの使用をやめる時は、それを明確にするために前置符  を記す。

もし楽譜自体から、ペダルはそれ以上使われない事がはっきりしているならば、

この前置符は必要ない。 

もしペダルを再び使う時は、組み合わされた前置符を再び使う。 

例１５－２７の３小節目にペダルパートがない場合は、次のように点訳する。 

 例１５－２８ 

    

      

 

１５－２９ 

  墨字で、つま先を使う記号と、かかとを使う記号が譜表の下に書かれてい

る時は、左足を使うことを示している。もしそれが譜表の上にあるならば、右

足を使うことを示している。点字においては、これらの記号は指使いのように

扱い、音符や音程の後に記される。 

 

１５－３０ 

  足記号の上か下に書かれている横線は、一般に足の交差を示すが、いくつ

かのオルガン出版物では、他の意味をもっていることがある。足の交差記号は

音符の前に置かれる。 

 例１５－３０ 

               

    

        

 

１５－３１ 

  いくつかの墨字出版物には、つま先やかかとの内側や外側を使う記号が使

用されている。これは、個々の著者が使っている様々な記号に対して明確な国

際的合意を得るほど、しばしば使われているものではない。しかし、デンマー

クでは、これらのまれなペダル記号のための点字記号が考案された。*１ 

 

  *１ O.K.ニールセン. [Den Brailleske Nodeskrift] デンマーク国立点字図書館 

    （コペンハーゲン、1978）墨字版 p161、点字版第１巻ｐ143 
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２２２２．．．．レジストレーションレジストレーションレジストレーションレジストレーション（（（（オルガンオルガンオルガンオルガン音栓音栓音栓音栓のののの使用使用使用使用））））    

 

１５－３２ 

  レジストレーション（オルガン音栓の使用）、鍵盤の使用や変更、ストップ

（音栓）に関する説明などのすべての指示を記すには、注意深くなくてはいけ

ない。 

 

１５－３３ 

  曲や楽章の初めにあるオルガンのレジストレーションに関する詳細な表は、

出来る限り墨字通り点訳すべきである。 

 

１５－３４ 

  墨字で“foot”や“プラス”や“マイナス”を表わしているものは、その国

の規則に従って点訳する。本書では、アメリカの規則が使われている。 

 例１５－３４ 

      

         

    

     

      

       

    

    Gt. 8ft.sw.coupled 

        Sw.Stopped diap., clarabella and gamba(or salicional) 8 ft. 

        Ped. Bourdon 16 ft. and Bass flute 8 ft. 

        Gt. To Ped.  

 

１５－３５ 

  曲中のレジストレーションの主要な変更は、上記のように記すことが出来

るが、点字ではほとんどの変更は、楽譜の中に言葉を（訳注：３・４・５の点

を使い）挿入して記す。 

 例１５－３５ 

            

    

     
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１５－３６ 

  変更は、片手だけか両手か、あるいはペダルにも記すか、慎重に注意深く

なされなくてはならない。例１５－３６のように、墨字では、略語はしばしば

複数の譜表にまたがって、一つだけ書かれている事がある。レジストレーショ

ンが２つ以上の譜表に適用される時は、点字においては、すべての関連するパ

ートに記すべきである。墨字で使われている略語や言葉は、点字でも同様に記

すべきである。 

 例１５－３６ 

        

   

   

   

       

 

１５－３７ 

  墨字で、２つ以上のタイプのレジストレーションが記されている時は、点

字においても同様に記されるべきである。 

例１５－３７の墨字図表は、“電子あるいはパイプオルガン”と“ドローバ－オ

ルガン”のためのレジストレーションの説明である。言葉や数字の連続は墨字

通りに点訳される。 
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 例１５－３７ 

     

       

     

       

      

      

   

       

    

     

      

    

 

 

１５－３８ 

  レジストレーションの表記は、多種多様である。電子鍵盤楽器には時々、

楽器の種類を絵で表すストップが付いている。下の墨字のレジストレーション

では、楽器の絵が描かれている。点字では、その名前を記す。 

 例１５－３８ 

           

    

    

        
 

 


